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利用・用途・応用分野

各種電子部品の回路形成、光メモリー、光スイッチ、光エレクトロニクスデバイス

目的・課題 解決ポイント

従来、光照射により導電性を付与し、
半永久的に導電性を保つ有機薄膜は
存在しない。従って本発明は光を照射
することにより、半永久的に導電性を
付与する有機薄膜の提供を目的とする。

電子受容体有機化合物の薄層と、
光増感性官能基と電子を供与により
不可逆的化学変化する基を、一分子
中に有する有機化合物の電子供与
体薄層との２ 重構造でなる導電性
付与可能なＬ Ｂ 膜（ラングミュア・
ブロジェット膜）である。
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発明の名称：

導電性付与可能なＬＢ膜及び導電性ＬＢ膜

薄膜に可視光乃至紫外線（以下これらを総称して単に光という）を照射することに
より、特に光の照射を受けた部分を選択的に導電性とすることができ、光メモリー
やＩＣ回路の作成など光エレクトロニクスの分野において有効に用いられる。
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